
火
山
関
係
施
策
の
抜
本
的
強
化
に
つ
い
て 

 

我
が
国
は
、
百
十
に
の
ぼ
る
活
火
山
を
有
す
る
世
界
で
も
有
数
の
火
山
国
で
あ
り
、
そ
の
美
し
い

景
観
は
人
々
を
魅
了
し
、
周
辺
の
温
泉
に
よ
り
観
光
産
業
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
、

我
が
国
は
、
有
史
以
来
、
数
多
く
の
火
山
噴
火
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
に
は
、
御
嶽
山
の
火
山
噴
火
に
よ
り
、
多
く
の
登
山
者
が
被
災
し
、
戦
後
最

悪
の
火
山
災
害
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
年
五
月
に
は
、
口
永
良
部
島
の
噴
火
が
発
生
し
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
を
導
入
後
初
め
て
の
レ
ベ
ル
５
へ
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
全
島
避
難
の
指
示
が
出
さ
れ
、

現
在
も
住
民
の
避
難
生
活
が
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
桜
島
に
つ
い
て
も
本
年
八
月
に
レ
ベ
ル
が
４

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
加
え
て
、
従
来
活
動
が
活
発
な
阿
蘇
山
な
ど
の
ほ
か
、
浅
間
山
、
箱
根
山
な

ど
近
年
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
火
山
も
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
深
刻
な
状
況
と
言
え
る
。
御

嶽
山
の
噴
火
等
を
教
訓
に
、
こ
う
し
た
火
山
災
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
組
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
来
年
よ
り
祝
日
と
し
て
制
定
さ
れ
る
「
山
の
日
」
の

意
義
も
踏
ま
え
つ
つ
、
火
山
地
域
の
発
展
と
安
全
・
安
心
で
強
靱
な
国
造
り
を
目
指
す
た
め
、
当
議

員
連
盟
と
し
て
、
次
の
点
を
中
心
と
す
る
火
山
関
係
施
策
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成

二
十
八
年
度
予
算
案
の
編
成
又
は
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
案
を
編
成
す
る
場
合
は
そ
の
両
方

の
編
成
に
あ
た
っ
て
、
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

 

一 

火
山
防
災
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
政
府
に
お
け
る
検
討
を
加
速
し
、
各
研
究
機
関
の

有
す
る
得
意
分
野
を
活
か
し
て
研
究
及
び
人
材
育
成
を
連
携
し
て
推
進
す
る
な
ど
、
火
山
に
関

す
る
研
究
機
関
相
互
の
連
携
の
強
化
に
よ
る
火
山
防
災
対
策
の
向
上
に
資
す
る
体
制
を
速
や

か
に
整
備
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
航
空
機
に
搭
載
し
て
観
測
す
る
機
器
等
に
つ
い
て
は
、
災
害

対
応
に
お
け
る
迅
速
性
や
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
関
係
省
庁
で
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
。 

 

一 

我
が
国
の
火
山
研
究
の
次
代
を
担
う
研
究
者
や
火
山
防
災
対
策
を
講
じ
る
に
あ
た
っ
て
科
学

的
助
言
を
与
え
る
火
山
専
門
家
の
育
成
・
確
保
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
火
山
活
動
評
価
を
担

う
火
山
専
門
家
の
専
門
性
の
向
上
を
行
う
こ
と
。 

 

一 

国
立
大
学
法
人
、
研
究
開
発
法
人
等
の
有
す
る
観
測
施
設
な
ど
の
研
究
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も

の
と
す
る
と
と
も
に
、
火
山
防
災
の
根
幹
と
な
る
火
山
研
究
を
、
他
分
野
と
の
連
携
・
融
合
や

国
際
協
力
も
図
り
つ
つ
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
。 

 

一 

我
が
国
の
火
山
災
害
の
防
止
、
軽
減
を
図
る
た
め
、
噴
火
警
報
等
を
よ
り
的
確
に
発
表
を
行
う

た
め
の
火
山
の
観
測
・
監
視
、
情
報
発
信
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
噴
石
等
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
避
難
壕
な
ど
の
整
備
を
強
化
す
る
こ
と
。 



一 
我
が
国
の
児
童
生
徒
が
火
山
災
害
時
に
自
ら
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
火
山
に
関
す

る
防
災
教
育
に
係
る
先
進
的
な
取
組
を
推
進
し
、
学
校
、
地
域
、
行
政
の
協
力
の
下
、
関
係
省

庁
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
防
災
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

一 

火
山
災
害
の
状
況
把
握
等
に
ド
ロ
ー
ン
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
術
開
発

や
円
滑
な
運
用
の
た
め
の
法
制
度
等
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。 

 

一 

火
山
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
風
評
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
適
切
な
情
報
発
信
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
深
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
元
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
影
響

を
受
け
て
い
る
地
元
事
業
者
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
。 

  

以
上
、
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
山
噴
火
予
知
・
対
策
推
進
議
員
連
盟 


